
取組み内容取組み内容

市村の観光部局と連携し，宇陀周辺地域とのネット

ワーク拠点となる名阪国道の道の駅「針TRS」にお

いて，宇陀周辺地域の観光PRを展開．

○

宇陀にある「宇陀路大宇陀」，「宇陀路室生」，

「伊勢本街道御杖」の3駅においても情報コーナー

の充実を検討．

○

取組みの評価・改善○

HPで季節別ドライブマップ情報を配信．○



情報発信の概要情報発信の概要

情報発信拠点となる「針TRS」での取組みと平行して観光客が観光

エリアへ来訪するまでの情報による意思決定に着目し，観光客にとっ

て，どのような情報が最も来訪者の動機付けになるのか，また，情報

提供側が発信した内容が周遊効果に結びついているか等，情報の経路

を考えながら実施．



道の駅針道の駅針TRSTRS

宇陀周辺地域の観光情報コーナーで，

季節やテーマ性を入れた割引クーポン

で周遊ルートを紹介．

宇陀周辺地域のドライブマップを紹介．

季節毎に写真等で観光施設を紹介．

割引クーポン付きのドライブマップに

より効果検証．

○

○

○

○



情報発信情報発信

針TRSｉセンター内に情報ブースを設置

割引クーポン付きドライブマップを配布

HPで季節別ドライブマップ情報の配信

(道の駅へ誘導)

情報雑誌への掲載(道の駅へ誘導)

○

○

○

○



効果分析，評価改善効果分析，評価改善

○動機付け

○情報の利用状況(人流カウンター)

○情報の接触率(マップ捌け数)

○観光エリアへの流入効果

○ドライブマップの誘導の妥当性

PDCAサイクルで評価改善を行いながら効果分析を実施．



効果分析効果分析((動機付け動機付け,,情報の利用状況情報の利用状況))
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・来訪の動機付けが「ドライブマップ」，「情報コーナーの掲示」と回答

した来訪者が68.7%．自然に目に入るプッシュ型の情報の有効性を確認．

・HP・雑誌は利用者が自ら情報を見つけに行く特長があり，即効性は見ら

れず．

○動機付け

○情報の利用状況

・人流カウンターの分析により道の駅利用者の20%が情報コーナーを利用

するという高いポテンシャルを確認．

iセンター内部の情報接触率の強化を中心に改善を実施



効果分析効果分析(H21(H21秋，冬秋，冬))

・情報接触率の42%に対して割引

クーポン利用率は0.6%であり，

流入効果は確認できず．

・温泉割引クーポンでは，流入効果は

確認できるが，誘導効果，周遊効果

は検証できず．

○H21秋 ○H21冬

情報コーナーの視認性向上，誘導

方法(見せ方)の工夫，スタンプラ

リー等，情報接触率や来訪意欲の向

上を図る改善を実施．

・情報接触率は42%から72%へ向上．

・スタンプラリーを利用しない来訪者

や温泉割引クーポン利用数では来訪

先を把握できず．

・ドライブマップに添付した，連番の

割引クーポンにより来訪者の周遊効

果を検証することが可能に．

温泉施設でアンケートを実施し，

ドライブマップ上の誘導施設の妥当

性，周遊効果，情報連携効果の検証

の実施．



効果分析効果分析(H22(H22春春))

ドライブマップの捌け枚数は冬の15,200枚に対して1.8倍の26,800枚

となり，2.2%の594名が又兵衛桜を来訪．また，ドライブマップ上の施設

へ3.6%の968名が来訪．

○又兵衛桜から宇陀松山地域への顕著な誘導効果を確認．

○割引クーポンへの連番採用と来訪先アンケートを実施すること

で，来訪者の周遊効果の検証が可能になることを確認．



効果分析効果分析((道の駅の連携道の駅の連携))

H21春の取組と合せて，宇陀路大宇陀，伊勢本街道御杖の情報

コーナーの改修し，視認性の改善を実施．

○情報コーナーの利用が増加

○情報接触率が向上し，ドライブマップの捌け数が

冬の取組みに対して2.5倍～5.0倍へ増加．

○道の駅の相互連携により，宇陀地域への全体流入

効果が冬の取組みに対して約2倍へ増加



夏季フェア，秋季フェア夏季フェア，秋季フェア

○情報発信ブースの視認性を改善(夏季フェア)．

○歩行者動線上でのPR活動(夏季，秋季フェア)．

○曽爾村産冷やしトマト(夏季フェア)，阿騎野産焼き芋(秋季フェア)の無

料配布やオオクワガタの飼育セットのプレゼント等のイベントを実施．

改善

横断幕を設置

看板を設置

PRブース

秋季フェア

・阿騎野産焼き芋

・ドライブマップ

を配布

バスの乗降場所

夏季フェア

・曽爾村産冷やしトマト

・ドライブマップ

を配布

H22夏季フェア，秋季フェアの取組み



地域の取組む魅力向上策と連携地域の取組む魅力向上策と連携

地元の活動団体は，宇陀松山地区を知ってもらうために

誘客活動を実施．

○夏は町並みライトアップ．

○秋は球根を育てるために切り落とされるダリアの花を

有効活用して花じゅうたんで道を装飾．

地域の取組む魅力向上策と

道の駅の情報発信力で知名度

の高いスポットから誘導する

戦略的な情報発信へ発展．

宇陀松山華小路来訪者数

前年度800人から1400人へ



取組みの成果取組みの成果

○交通のアクセス性を考慮した針TRS

からの流入効果を確認．

○来訪者のうち，約20%が宇陀地域を

始めて訪問．道の駅は新たな観光客

を流入させる機能を持つことを確認．

○予想外の観光が出来た来訪者は40%

を超え，ドライブマップが周遊効果

を促すこと確認．

○地域内の道の駅との連携により相乗

効果が現れることを確認．

社会実験を通して

今後は，取組みによる成果が継続，定

着するよう，市村をサポートすることに

より，観光振興，地域活性化を図る．


